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RRS空中撮影 
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2. 組織 
(1)組織の概要（2007年 3月 31日現在） 
所長 松沢　哲郎
運営委員 杉山　幸丸 （東海学園大学人文学部 教授）
























































教授 助教授 助手 事務職員 技術職員 小計 非常勤（時間） 合 計 







博士課程 修士課程 外国人共同研究者 研修員 特別研究員 受託研究員 研究生 合 計 
24 17 3 1 2 1 3 51 











Nahallage, Charmalie A.D. 大学院生
































Hernandez, Alexander Danny 外国人共同研究者
鈴木　　真理子 大学院生
Garcia, Cecile Marie Claire
松岡　　絵里子 大学院生








































































































































































東濃　　篤徳 大学院生 多久島　直美 事務補佐員
須田　　直子
Sri Kantha Sachithanantham 外国人研究員(客員分)
小倉　　匡俊 大学院生
自己点検・評価委員会


































































氏名 学年 指導教員 
小倉匡俊 M1 上野吉一 
小野敬治 M1 三上章允 
鴻池菜保 M1 宮地重弘 
小薮大輔 M1 遠藤秀紀 
澤田玲子 M1 正高信男 
橋本亜井 M1 松井智子 
原澤牧子 M1 室山泰之 
松岡絵里子 M1 M.A.Huffman
川合静 M2 川本芳 
神田恵 M2 室山泰之 
佐藤義明 M2 松沢哲郎 
Jaman Mohammad Firoj M2 M.A.Huffman
Zin  Maung  Maung 
Thein 
M2 高井正成 
平井大地 M2 三上章允 
福島美和 M2 正高信男 
村田貴朗 M2 平井啓久 
鈴木智起 M2 高井正成 
石川直樹 D1 三上章允 
鈴木真理子 D1 渡邊邦夫 
張鵬 D1 渡邊邦夫 
山口智恵子 D1 正高信男 




木場礼子 D2 正高信男 
Rizaldi D2 渡邊邦夫 
半田高史 D2 三上章允 
平石博敏 D2 正高信男 
Martinez Laura D2 松沢哲郎 
Thaung Htike D2 高井正成 
親川千紗子 D3 正高信男 
Jeong A-Ram D3 平井啓久 






氏名 学年 指導教員 
東濃篤徳 D3 景山節 
松野響 D3 友永雅己 
山田彩 D3 室山泰之 
檜垣小百合 D3 林基治 
鄕もえ(休学中) D3 室山泰之 
権田絵里(休学中) D5 濱田穣 
山本亜由美 D5 濱田穣 
田中美希子 D5 平井啓久 
猿渡正則 D6 三上章允 
氏名 採用期間 
猪飼良子 2006年 4月 1日～2007年 3月 31日 
梅田せつ子 2006年 4月 1日～2007年 3月 31日 
葉栗和枝 2006年 4月 1日～2007年 3月 31日 
小林陽子 2006年 4月 1日～2007年 3月 31日 
熊谷かつ江 2006年 4月 1日～2007年 3月 31日 
近藤ひろ子 2006年 4月 1日～2007年 3月 31日 
横江実穂子 2006年 4月 1日～2007年 3月 31日 
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3. 予算概況 






















(1) 2006年度（平成 18年度）受諾研究費 内訳一覧 
研究種別 研究代表者 金額 研究課題 
文科省 RR2002（自然科学研究機構） 松林清明 42,728 ニホンザルの繁殖と供給に関する調査研究 
戦略的創造研究推進事業（科学技術
振興機構） 





























合計 10件 64,186  
※金額は，間接経費を除く 
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 (2) 2006年度（平成 18年度）受諾事業費 内訳一覧 
研究種別 研究代表者 金額 研究課題 
ジェイ・ワン・プロダクツ（株） 中村伸  557 サルモデルでのバイオメディカル研究 
合計 1件   557  
 
 (3) 2006年度（平成 18年度）文部科学省科学研究費補助金 内訳一覧 
研究種別 研究代表者 金額 研究課題 
基盤研究(A) 遠藤秀紀 450 鶏の形態嗜好に関する日本とタイの多面的比較感性モデル 
基盤研究(B) 國松豊 2,300 ユーラシアの化石ヒト上科に関する古生物学的研究 
基盤研究(B) 遠藤秀紀 3,900 インドシナ・スンダシェルフ領域における脊椎動物多様化機構
の生物地理学的解析 
基盤研究(B) 友永雅己 3,000 動的表象の形成と知識－知覚の相互作用：その比較認知科学的
検討 
基盤研究(B) 高井正成 1,600 アジア地域におけるオナガザル上科の進化に関する古生物学的
研究 
基盤研究(B) 濱田穣 2,900 インドシナ半島におけるマカク属の進化：アカゲザルとカニク
イザルを主として 
基盤研究(B) 川本芳 4,800 生物多様性への移入種の影響：和歌山タイワンザル交雑群に関
する総合的研究 
基盤研究(B) 三上章允 3,300 テナガザル視物質遺伝子の多様性に関する研究 
基盤研究(C) 遠藤秀紀 3,400 動物遺残体科学を構築するための自然史博物館協力機構の基盤
形成 
基盤研究(C) 室山泰之 800 人為的環境を利用する野生ニホンザルの土地利用と環境選択 
基盤研究(C) 清水慶子 1,000 大豆イソフラボンの生殖内分泌系への作用：サルをモデルとし
た検討 
基盤研究(C) 橋本千絵 800 野生チンパンジーとボノボの行動レパートリーの比較による文
化的行動の研究 
基盤研究(C) 正高信男 1,500 コミュニケーションにおける「心の理論」と社会的認知の相互
的発達の検証 
基盤研究(C) 今井啓雄 2,300 分子置換法を用いた視覚機能における光受容体機能の総合的理
解 
若手(B) 杉浦秀樹 800 ニホンザルにおける個体群動態：密度効果と群間・群内競合の
検討 
特定領域研究 宮地重弘 2,000 記憶のメカニズムに関わる前頭前野，側頭連合野，海馬をつな
ぐ神経回路の解明 
特定領域研究 清水慶子 2,500 霊長類の脳の形態的および機能的性分化の特性 
特別推進研究 松沢哲郎 60,300 思考と学習の霊長類的基盤 
特別研究員奨励費 山本真也 1,000 チンパンジーにおける互恵的利他行動と他者理解の比較認知科
学的検討 
特別研究員奨励費 LEO.N.P 1,200 霊長類とシラミと共生細菌，およびシラミにより感染する細菌
の進化史 
 









特別研究員奨励費 打越万喜子 1,100 思春期テナガザルの異性の歌に対する感受性－感覚性強化の認
知実験－ 
特別研究員奨励費 松野響 900 チンパンジーにおける視覚的運動情報の処理とその理解：ヒト
の視覚認識との比較研究 
特別研究員奨励費 林美里 700 チンパンジーの対象操作と道具使用における認知発達 
合計 25件 104,750  
※金額は，間接経費を除く 
 
(4)  2006年度（平成 18年度）21世紀 COE研究拠点形成費補助金 内訳一覧 
研究種別 研究代表者 金額 研究課題 
21世紀 COE研究拠点形成費 正高信男 35,100 生物多様性研究の統合のための拠点形成 
合計 1件 35,100  
 
(5) 2006年度（平成 18年度）厚生労働省科学研究費補助金 内訳一覧 






合計 1件 500  
 
(6) 2006年度（平成 18年度）日本学術振興会先端研究拠点事業 内訳一覧 
研究種別 研究代表者 金額 研究課題 
先端研究拠点・国際戦略型（HOPE） 松沢哲郎 27,346 人間の進化の霊長類的起源 
合計 1件 27,346  
※金額は，間接経費を除く 
 
(7) 2006年度（平成 18年度）日本学術振興会二国間交流事業（日本学術振興会前渡資金）内訳一覧  
研究種別 研究代表者 金額 研究課題 
日仏交流促進事業（SAKURA） 正高信男 850 霊長類の社会性が音声コミュニケーションに与
える影響 
ロシアとの共同研究（RFBR） 高井正成 2,075 ユーラシア大陸北部における霊長類の進化に関
する古生物学的研究 






 －16－                   
(8) 2006年度（平成 18年度）寄付金 内訳一覧 
補助金等種別 研究代表者 金額 研究課題 
（財）日本食品化学研究振興財団 中村伸 1,960 食品添加物・人口甘味料の安全性・健康影響に
関するサルモデルを利用した遺伝子・分子レベ
ルでの評価試験 
（財）トヨタ財団 川本芳 784 厩猿の研究－消えゆく民間信仰の記録とサルを
めぐる日本及びアジアの自然観の研究 
光科学技術研究振興財団 今井啓雄 784 光科学技術の研究に対する助成 
藤森工業株式会社 研究所 中村伸 490 サルモデルでの止血・血栓系に関する研究 
松井智子 松井智子 1,470 霊長類に関する総合的研究（ヒト言語発達音声
データベースの作成） 
（株）ベネッセコーポレーション 松沢哲郎 30,000 乳幼児期の発達，子育て，家族に関する人間と
それ以外の霊長類の比較研究 






























































































































(i) 製本雑誌は 3日間借用できる． 
(ii) 借用方法は単行本に準じる． 
c.未製本雑誌 












































この規程は，平成 16年 4月 1日から施行する． 














































































区　　　分 出 導 実 事 外 呼 消 感 泌 衰 そ 剖 譲
吸 化 の 検
験 故 傷 器 器 染 尿 他 不
系 系 能
種　　名 産 入 殺 死 死 疾 疾 症 器 弱 渡
患 患
コモンマ－モセット 6 1 1 1
ワタボウシタマリン 2 4
ニホンザル 56 29 1 5 2 1
12 1 2 1

























































































表 1 霊長類骨格資料  表 2 その他の骨格資料 
和名 学名 標本数 和名 学名 標本数 
ホミノイド Hominoidea 83 食肉目 Carnivora 912 
テナガザル属 Hylobates spp. 53 イヌ科 Canidae 552 
チンパンジー属 Pan troglodytes 24 ネコ科 Felidae 23 
ゴリラ属 Gorilla gorilla 5 クマ科 Ursidae 132 
オランウータン属 Pongo pygmaeus 1 アライグマ科 Procyonidae 5 
旧世界ザル Cercopithecoidea 5693 イタチ科 Mustelidae 180 
マカク属 Macaca spp. 4004 ジャコウネコ科 Viverridae 20 
ラングール属 Presbytis spp. 176 奇蹄目 Perissodactyla 8 
コロブス属 Colobus spp. 362 ウマ科 Equidae 6 
コバナテングザル属 Simias concolor 132 バク科 Tapiridae 2 
グエノン属 Cercopithecus spp. 566 偶蹄目 Artiodactyla 349 
パタス属 Erythrocebus patas 16 ウシ科 Bovidae 50 
マンガベイ属 Cercocebus spp. 16 シカ科 Cervidae 38 
ヒヒ属 Papio spp. 403 イノシシ科 Suidae 257 
マンドリル属 Mandrillus spp. 18 ペッカリー科 Tayassuidae 3 
新世界ザル Ceboidea 1423 不明 indet. 1 
リスザル属 Saimiri sciureus 985 齧歯目 Rodentia 68 
ヨザル属 Aotus trivirgatus 57 ネズミ科 Muridae 22 
ティティ属 Callicebus spp. 49 リス科 Sciuridae 33 
ホエザル属 Alouatta spp. 49 テンジクネズミ科 Caviidae 3 
クモザル属 Ateles spp. 8 ヌートリア科 Myocastoridae 1 
ウーリークモザル属 Brachyteles spp. 3 ヤマアラシ科 Hystricidae 1 
ウーリーモンキー属 Lagothrix spp. 16 オマキヤマアラシ科 Erethizontidae 1 
オマキザル属 Cebus spp. 84 カピバラ科 Hydrochoeridae 1 
サキ属 Pithecia spp. 13 パカ科 Agoutidae 2 
ウアカリ属 Cacajao calvus 1 不明 indet. 4 
ゲルディモンキー属 Callimico goeldi 1 ウサギ目 Lagomorpha 10 
ピグミーマーモセット属 Cebuella pygmaeus 6 ウサギ科 Leporidae 9 
マーモセット属 Callithrix spp. 59 ナキウサギ科 Ochotonidae 1 
タマリン属 Saguinus spp. 86 食虫目 Insectivora 1 
ライオンタマリン属 Leontopithecus rosalia 6 モグラ科 Talpidae 1 
原猿類およびツパイ類 Prosimii & Tupaia 67 有袋目 Marsupialia 6 
ツパイ属 Tupaia spp. 43 オポッサム科 Didelphidae 2 
オオツパイ属 Lyonogale spp. 1 ウォンバット科 Vombatidae 1 
キツネザル属 Lemur spp. 6 カンガルー科 Macropodidae 2 
エリマキキツネザル属 Varecia spp. 2 クスクス科 Phalangeridae 1 
スローロリス属 Nycticebus spp. 7 貧歯目 Edentata 2 
ポットー属 Perodicticus spp. 1 フタユビナマケモノ科 Megalonychidae 2 
ガラゴ属 Galago spp. 6 長鼻目 Proboscidea 1 
メガネザル属 Tarsius spp. 1 クジラ目 Cetacea 9 
総計  7266 マイルカ科 Delphinidae 9 
  鰭脚目 Pinnipedia 16 
 アシカ科 Otariidae 14 
  哺乳類・計  1382 
  爬虫類  4 
  魚類  1 








 所長 松沢哲郎 2006/4/1 併任 任期は 2008/3/31まで． 
 副所長 景山節 2006/4/1 併任 任期は 2007/3/31まで． 
系統発生 教授 高井正成 2006/4/1 昇任 系統発生分野・助手より． 
行動発現 助教授 宮地重弘 2006/4/1 採用 科学技術振興事業団CREST研究
員より． 
※センター 助手 宮部貴子 2006/5/1 採用 東京大学大学院農学生命科学研
究科博士後期課程生より． 
※センター 技術職員 渡邉祥平 2006/6/1 採用 人類進化モデル研究センタ
ー・技能補佐員より． 
※センター 技術職員 渡邉朗野 2006/6/20 改姓 旧姓：加藤 
※比較認知 寄附研究部門助教授 佐藤弥 2006/10/1 採用 京都大学文学研究科研究員
(COE)より． 
※比較認知 寄附研究部門助手 林美里 2006/10/1 採用 京都大学大学院理学研究科博士
後期課程在学生より． 
社会構造 助教授 半谷吾郎 2006/10/1 採用 日本学術振興会海外特別研究員
より． 
※センター 技術職員 渡邉朗野 2007/1/17 育児休業
取得 
2007/12/31まで． 
※センター 技術職員 西脇弘樹 2007/1/17 採用 人類進化モデル研究センター・
技能補佐員より． 
系統発生 助教授 相見満 2007/3/31 定年退職  






(1)  2006年度（平成 18年度）教職員一覧 
所属 氏名 期間 目的国 目的 





生態機構 M.A.Huffman 2006/4/25～5/2 台湾 研究連絡・講演・野外観察 
認知学習 正高信男 2006/6/20～6/26 フランス共和国 研究連絡・研究打ち合わせ 
思考言語 松沢哲郎 2006/6/21～7/4 ウガンダ共和国 第 21回国際霊長類学会参加・発表，資
料収集 
生態機構 M.A.Huffman 2006/6/22～7/6 ウガンダ共和国 第 21回国際霊長類学会参加・発表，資
料収集及び野外観察 









認知学習 松井智子 2006/7/16～8/1 カナダ 研究打ち合わせ，学会出席・発表・資料
収集 
形態進化 遠藤秀紀 2006/7/19～7/25 アメリカ合衆国 哺乳類骨格標本の形態学的検討，収蔵状
況調査 




思考言語 松沢哲郎 2006/7/27～8/2 アメリカ合衆国 国際シンポジウム参加・講演・資料収集
形態進化 國松豊 2006/8/12～10/9 ケニア共和国 野外調査，化石観察及び資料収集 
系統発生 高井正成 2006/8/26～9/5 ロシア連邦 国際第四紀学会出席・発表，研究連絡 
遺伝子情報 中村伸 2006/8/30～9/2 大韓民国 第 2回アジア実験動物学会出席・発表 



















系統発生 高井正成 2006/9/27～10/8 ロシア連邦 化石標本の観察・計測・同定 
※センター 宮部貴子 2006/9/30～10/5 アメリカ合衆国 学会出席 
行動発現 三上章允 2006/10/13～10/20 アメリカ合衆国 第 36 回北米神経科学大会出席及び発表




器官調節 清水慶子 2006/10/24～10/28 タイ王国 国際シンポジウム出席・発表・資料収
集，研究連絡 
※センター 上野吉一 2006/10/25～10/31 タイ王国 研究打ち合わせ・資料収集 
社会構造 半谷吾郎 2006/10/26～11/7 マレーシア 野外調査 
行動発現 三上章允 2006/10/28～11/7 タイ王国 テナガザルの血液サンプル採取・研究
連絡 




形態進化 濱田穣 2006/11/12～12/6 ミャンマー連邦・
タイ王国 
野外調査，研究打ち合わせ，資料収集 
行動発現 三上章允 2006/11/14～11/23 ドイツ連邦共和国
・ベルギー王国 
研究打ち合わせ 
※野外施設 渡邊邦夫 2006/11/15～11/21 中華人民共和国 研究連絡・発表 
遺伝子情報 平井啓久 2006/11/15～12/6 インドネシア共和
国・マレーシア 
野外調査及び実験・研究打ち合わせ 



















形態進化 遠藤秀紀 2006/12/27～12/30 ベトナム社会主義
共和国 
研究打ち合わせ，標本検索 
形態進化 濱田穣 2007/1/12～1/22 タイ王国 研究打ち合わせ・資料収集，生息実態調
査 
形態進化 國松豊 2007/1/13～1/27 ベトナム社会主義
共和国 
霊長類化石標本調査 
器官調節 清水慶子 2007/1/25～1/28 台湾 アジア野生動物医学会ワークショッ
プ，研究連絡 
生態機構 M.A.Huffman 2007/2/2～3/1 スリランカ民主社
会主義共和国 
野外調査，研究連絡 
社会構造 半谷吾郎 2007/2/4～2/14 マレーシア 野外調査 
系統発生 高井正成 2007/2/5～2/22 ミャンマー連邦 発掘調査・資料収集・研究打ち合わせ 
認知学習 正高信男 2007/2/7～2/10 マレーシア 調査・観察 
形態進化 國松豊 2007/2/11～2/25 ベトナム社会主義
共和国・タイ王国
野外調査・研究連絡・標本調査 




生態機構 橋本千絵 2007/2/27～3/20 ウガンダ共和国 野生チンパンジーの生態学的調査 
系統発生 高井正成 2007/3/15～3/25 フランス共和国・
スイス連邦 
化石頭骨 CT 撮影・化石標本観察 




社会構造 半谷吾郎 2007/3/15～3/24 マレーシア 研究打ち合わせ・野外調査・資料収集 
生態機構 M.A.Huffman 2007/3/16～3/25 台湾 講演・研究連絡 
思考言語 松沢哲郎 2007/3/20～4/3 アメリカ合衆国 国際シンポジウム参加・講演・資料収
集 
認知学習 松井智子 2007/3/20～4/5 アメリカ合衆国 国際シンポジウム参加・発表，学会参加
・発表，資料収集 
思考言語 友永雅己 2007/3/21～4/3 アメリカ合衆国 国際シンポジウム参加・発表，乳幼児発
達学会参加・発表，資料収集 






(2)  2006年度（平成 18年度）非常勤研究員一覧 
 
(3)  2006年度（平成 18年度）教務補佐員一覧 
 
(4)  2006年度（平成 18年度）大学院生一覧 
所属 氏名 期間 目的国 目的 
思考言語 松野響 2006/5/4～5/12 アメリカ合衆国 Vision Sciences Society 6th Annual 
Meeting参加・発表及び資料収集 
思考言語 林美里 2006/6/20～7/6 ウガンダ共和国 国際霊長類学会参加・発表・資料収
集．野外観察 
思考言語 山本真也 2006/6/21～7/4 ウガンダ共和国 国際霊長類学会参加・発表・資料収
集 





※野外施設 張鵬 2006/6/22～7/11 ウガンダ共和国 国際霊長類学会参加・発表・資料収
集．野外観察 
※野外施設 Rizaldi 2006/6/22～7/6 ウガンダ共和国 国際霊長類学会参加・発表・資料収
集．野外観察 
生態機構 C.A.D.Nahallage 2006/6/22～7/6 ウガンダ共和国 国際霊長類学会参加・発表・資料収
集．野外観察 
※野外施設 Rizaldi 2006/7/13～7/27 オーストラリア 研究連絡 
認知学習 親川千紗子 2006/7/15～9/28 インドネシア共和国 研究打ち合わせ・野外調査 
※野外施設 Rizaldi 2006/8/15～9/16 インドネシア共和国 野外調査 




所属 氏名 期間 目的国 目的 
形態進化 清水大輔 2006/8/17～9/19 ケニア共和国・連
合王国 
資料収集・研究打ち合わせ 
系統発生 江木直子 2006/9/26～10/13 スイス連邦 資料収集・解析及び研究打ち合わせ 
※センター 竹元博幸 2007/1/11～2/20 コンゴ民主共和国 野外調査・研究連絡・資料収集 
所属 氏名 期間 目的国 目的 
思考言語 井上紗奈 2006/6/20～7/6 ウガンダ共和国 国際霊長類学会参加・発表・資料収
集．野外観察 
※センター 松原幹 2006/6/22～7/6 ウガンダ共和国 国際霊長類学会参加・発表・資料
収集・野外観察 
生態機構 笠原聡 2006/9/12～2007/3/20 ウガンダ共和国 野外調査・研究連絡 
行動発現 井上雅仁 2006/10/13～10/20 アメリカ合衆国 北米神経科学会出席・資料収集 





思考言語 野上悦子 2007/2/11～3/3 ウガンダ共和国 野外調査・資料収集 
※センター 戸塚洋子 2007/2/23～3/2 ドイツ連邦共和国・
英国・オランダ王国 
施設見学・資料収集 
思考言語 落合(大平)知美 2007/3/7～3/16 マレーシア 野外調査・資料収集 
 －26－ 
系統発生 Thaung Htike 2006/9/9～10/8 ミャンマー連邦共和
国 
研究打ち合わせ・野外調査 
器官調節 託見健 2006/10/13～10/20 アメリカ合衆国 北米神経科学会出席・資料収集 
行動発現 半田高史 2006/10/13～10/20 アメリカ合衆国 北米神経科学会出席・資料収集 









認知学習 親川千紗子 2007/1/24～2/8 フランス共和国 研究連絡・音響分析及び資料収集 
生態機構 C.A.D.Nahallage 2007/1/6～3/20 スリランカ 野外調査・研究連絡・資料収集 
※野外施設 張鵬 2007/1/8～2/25 中華人民共和国 野外調査・研究連絡・資料収集 





※センター 小倉匡俊 2007/2/23～3/2 ドイツ連邦共和国・
英国・オランダ王国 
施設見学・資料収集 
生態機構 松岡絵里子 2007/2/27～3/20 ウガンダ共和国 野外調査・資料収集 
社会構造 鈴木真理子 2007/3/15～3/26 マレーシア 野外調査・資料収集 



















2006年 11月 21日～11月 22日 
 
（理）大浦宏邦（帝京大学経済学部経営学科 助教授） 
「進化ゲーム理論  群れの成立メカニズム」 






半田高史 2006年 5月 1日～2007年 3月 31日 
鈴木真理子 2006年 5月 1日～2007年 3月 31日 
木場礼子 2006年 5月 1日～2007年 3月 31日 
託見健 2006年 5月 1日～2007年 3月 31日 
Jeong A-Ram 2006年 5月 1日～2007年 3月 31日 





村田貴朗 2006年 7月 1日～2007年 2月 28日 
佐藤義明 2006年 7月 1日～2007年 2月 28日 
福島美和 2006年 7月 1日～2007年 2月 28日 




原澤牧子 2006年 6月 1日～2006年 7月 31日 
小倉匡俊 2006年 6月 1日～2006年 7月 31日 
松岡絵里子 2006年 9月 1日～2006年 9月 30日 
小薮大輔 2006年 9月 1日～2006年 9月 30日 
 
 
 
 
 
